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はじめに 

ご存知のように光ファイバーの清浄度について、多くのことが語られていますが、わたくしたちがこのトピックに

関してどんなに繰り返し触れても、光ファイバーの端面の汚れは、いまだに障害の最大の原因です。 

 

おそらく皆さんは、ダスト・キャップは実際にはホコリの収集器にすぎないという事実について、たびたび

聞かれたことがあるのではないかと思います。 ありがたいことに、世の中の多くのメーカーがそのことを認識し、

シャッター付きの光ファイバー・コネクターを提供しています。 

 

ダスト・キャップの恐怖 

光ファイバーの種類、アプリケーションまたはデータ転送速度にかかわらず、すべての受動的なコネクター

またはスプライスを含むリンクは、その経路において汚れのないこと、つまり清浄であることが要求されます。

人間の目には見えない、光ファイバーのコア上のたった一個のほこりが、損失や反射を引き起こす可能性が

あります。その結果、高いエラー・レートとネットワーク伝送性能の劣化を招きます。光ファイバー端面上の汚れも

また高価な光学機器のインターフェースに悪影響を及ぼす可能性があり、場合によっては機器を作動不能に

さえします。 

 

コネクターの接続された光ファイバー・ケーブルが手元に届いた時に、損傷と汚れから守るためコネクターに

小さい白い (時にはベージュ色の） ダスト・キャップが取り付けられ、きれいに梱包されているのを見てありがたいと

感じるかもしれません。しかし、最高品質の製品を提供するためにすべての光ファイバー・コネクターを工場で

テストしている製造業者でさえ、最終的な接続を行う前に、すべての端面を検査する必要があることを認識して

います。それは、ダスト・キャップ自体が重大な汚染源になり得るからです。 

 

ダスト・キャップにより端面がきれいであるという印象を持たれるかもしれませんが、たとえそれが工場から

直送されてきたものであったとしても、そのダスト・カバーの中がどのような状態あったのかは実際には誰も

確かめることはできません。ダスト・キャップは端面への損傷を防ぐのに優れていますが、成型されたダスト・

キャップは使用されるプラスチックが時間とともに劣化するため表面の微量物が放出される可能性があり、

キャップの表面には高速生産プロセスで使用される金型から外すための離型剤が含まれる場合もあります。

つまり、梱包袋から出したばかりのコネクターのダスト・キャップを外し検査したときに、すでに端面が汚染されて

いたとしても別に驚くべきことではないのです。 

 

厄介なダスト・キャップ 

端面を持続的に保護するためには、光ファイバー・アダプターを抜き差しするたび、ダスト・キャップを取り外すか

交換しなければなりません。しかし、これらの小さなプラスチック製のキャップは汚れた床に落としたり、置き忘れ

たりしてまったく使用されないことが多くあります。そのため未使用のポートであっても保護されないままになる

こともあり、特に静電気が発生している場合には周辺環境の粉塵による汚染の影響を受けやすくなります。 
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窓でもあるシャッター 

今日の大手製造業者は、厄介なダスト・キャップを廃止することを可能にする一体型シャッターを備えた

光ファイバー・アダプターを導入することによって、光ファイバー端面の汚染を防止するのに役立つよう努力して

います。いくつかの異なる形態のものがありますが、これらの小さなシャッターは、コネクターがアダプターに

挿入されたときに邪魔にならないように設計されています。つまり、すべてコネクター端面に触れることは

ありません。ダスト・キャップを取り外す必要がないので、光ファイバー・ジャンパーの差し込み作業が、より速く、

より清潔に、そして片手で可能です。 

 

これらの小さなシャッターのもう一つの大きな特長は、フルーク・ネットワークスの VisiFault™ 可視光源からの

光を透過させるのに十分透明なことです。これは、不透明なプラスチック製ダスト・キャップではできないことです。

つまり、シャッターを閉じたままで、トレースとエンド・ツー・エンドの光ファイバー・リンク・チェックを簡単に実行

できます。 

 

そのため、次回光ファイバー・アダプターを注文するときには、

シャッター機能付きのものがある場合は必ずそれを選択してください。

多くのアダプターにはこれらのシャッターが標準装備されていますが、

多少、コストがかかったとしても、光ファイバーの敷設を安全に行うには

わずかな負担と言えます。しかも、ダスト・キャップをもう取り扱う必要が

ないのですから。 

 

今でも通用するゴールデン・ルール 

シャッター付きアダプターを使用することは誰もが望ましいと思うところですが、しかしながら、それによって

検査、清掃、そして再検査を必ず行うというルールを無視していいわけではありません。また、光ファイバー端面を

適切に清掃したと思ったとしても、このルールに従う必要があります。幸い、フルーク・ネットワークスの FI-7000 

FiberInspector™ Pro を使用することで、「IEC 61300-3-35 Basic Test and Measurement Procedures Standard 

(基本テストおよび測定手順規格）」に適合する端面の検査と認証をわずか 1 秒で行うことができるため試験

作業をこれまで以上に速やかに行うことができます。 

 

さらに、まだご存知のない方もおいでかと思いますが、業界誌から優秀製品として注目されている FI-3000 

FiberInspector™ Pro MPO 検査カメラを使用すれば、1 列または 2 列の 8 芯、12 芯、または 16 芯の UPC

または APC スタイルの MPO コネクターの検査を自動的に検査できます。また、ユニークなインスタント・ライブ・

ビュー機能により、MPO 端面全体から個々の光ファイバー端面までリアル・タイムでピンチ、ズーム操作により

清浄状態を確認するすることができます。 
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フルーク・ネットワークスについて

フルーク・ネットワークスは、優れた認証/トラブルシューティング/インストレーション･ツールを提供する世界大手

企業です。当社の製品は、重要なネットワーク・ケーブル配線インフラを設置・保守する技術者を対象にしています。

弊社は、信頼性と比類ない能力において高い評価をいただいております。最先端のデータ・センターの設置から

災害時の電話サービスの復旧作業に至るまで、すべての作業を効率的に行います。

DSX-8000 CableAnalyzer™ ‒ メタル配線認証手順のステップの時間短縮を加速化します 

DSX-8000 CableAnalyzer は、最も厳しい測定確度要件である TIA の確度レベル 2G に適合する一方、比類の

ないスピードで Cat 8 および Class I/II のメタル認証試験を効率化します。ProjX 管理システムは、作業の確実な

実施を実現し、試験のセットアップからシステムの検収までの作業進捗状況の把握を容易にしてくれます。Versiv 

プラットフォームは、光ファイバー試験 (OLTS と OTDR の両方) もサポートします。このプラットフォームは、将来の

規格改定へのサポートに備え、容易にアップグレードが可能です。近端漏話、反射およびシールド不良を含む不良

原因のグラフィカルな表示を行う Taptive (タップティブ) インターフェースにより不良原因のより素早いトラブル

シューティングができます。また LinkWare PC 管理ソフトウェアを使用し、試験結果の解析と専門的なテスト・

レポートの作成が可能です。

CertiFiber® Pro ‒ 光ファイバー認証試験プロセスのすべての段階の作業効率を上げ、加速化します 

CertiFiber® Pro は、2 波長、2 本の光ファイバー認証の効率を改善し、試験をわずか 3 秒で実施できます。 

Taptive (タップティブ) インターフェースにより、セットアップの簡素化、間違いの排除、さらにトラブルシューティングの

スピードアップが図れます。基準値設定の自動ガイダンス機能により、確実な基準値設定が可能になり、負の損失

結果発生もなくなります。OptiFiber Pro モジュールと組み合せて、Tier 1 (基本) / Tier 2 (拡張) 試験とレポート作成の

すべてを行えます。便利な 4 波長モジュール によって、シングルモードとマルチモードの両方に対応できるばかり

でなく、マルチモードの EF 適合性能もサポートします。

OptiFiber® Pro OTDR ‒ データ・センター/企業向け光パルス試験器 

OptiFiber® Pro OTDR は、業界初の企業/データ・センターの課題解決向けに一からデザインされた光パルス試験器

です。シンプルでこれまでにない効率性、さらにキャンパス、データ・センターおよびストレージ・ネットワークのトラブル

シューティングに正に必要な機能群を組み合せたツールで、現場の技術者を、専門知識を備えた光ファイバー専門

技術者に変えてしまいます。すなわち、業界唯一のスマートホン・タイプのユーザー・インターフェースを備えることで

光ファイバー試験を新たな高みに導きました。そして、DataCenter OTDR コンフィギュレーションにより、データ・

センター試験における不確実性やエラーが排除されます。その極めて短いデッドゾーンにより仮想化データ・センター

における光ファイバー・パッチコード試験も可能にします。

FI-7000 FiberInspector™ Pro - 光ファイバー・コネクター端面を 2 秒で自動合否判定 

FI-7000 FiberInspector™ Pro は、汚れ、へこみ、小片、および傷による問題箇所をグラフィカルに表示します。

業界標準規格の IEC 61300-3-35 に基づき判定できるため、端面検査における主観的な判断を削除することが

できます。 
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